
5月号

4月中旬、早場米地帯で有名な私たちの地域では田植が始まり、 

GWはじめにピークをむかえます。 

しかし私たちは若干遅めで、5月初旬～中旬にかけて田植をします。 

田植時期を遅らせる事で、粒張りの良いお米に育つからです。 

田んぼに水を入れ準備が整ったところで、最後の仕上げ「代掻き」 

で田んぼを平らに均してから、2～3日おいて「田植」の始まりです。 

ハウスという温室から、自然という厳しい環境へ苗を送り出します。 

健康に育ってほしいと思いを込めながら今年も田植をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月号では、「種まき」に向けての準備をご紹介しました。 

それと同時進行で、田んぼでは「田植え」の準備が行われます。 

 

      農事組合法人  東町自然有機農法  
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あぜ作りが終わったら基肥を散布し

ます。 

化学肥料を使わない有機栽培では、

微生物たちが有機質を分解し稲が養

分を吸収できるようにしてくれてい

ます。 

微生物あっての有機栽培です。 

 

田んぼを区切っている「あぜ」の修復をします。 

モグラの穴や、雨風によって土が崩れていたりしていますので、  

田んぼに水を張っても水がもれないよう、しっかりと作ります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

肥料を散布し終えたら、 

トラクターで耕します。 

そして、田んぼ周りの 

草刈をしてその後に水 

を入れていきます。 

田植機で田植をしていきます。 

水の音や、カエルの鳴き声も 

聞こえてきます。 

青空の下での田植は最高です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

代掻きの様子です。 

丁寧にゆっくりと 

田んぼを均していきます。 

 

 

 

 

 

 
東町自然有機農法田植祭、 

今年も開催が決定致しました。 

有機栽培の田んぼに皆さんで、 

ミルキークイーンの苗を植えま 

せんか？ 

 
開催日時 5月26日（日曜日） 

     10時～15時30分 

     （状況により前後致します。） 

場所 茨城県稲敷市清久島226-3 

駐車場あり 

昼食付き（マイ皿、マイ箸持参ご協力 

      お願い致します） 

 

お問い合わせ  

東町自然有機農法 

℡ 0299-79-1920 


